
                               

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県立迫支援学校 学校だより 

第 ７ 号 

令和７年９月３０日（火）発行 

 

～ 自分らしさを磨く２学期に ～ 
校長 渡部 祥武 

９月 19 日に第 1 学期終業式を終え、担任からお子さんの１学期の様子を通知表によりお知ら

せいたしました。各御家庭で、学びを積み重ね成長したお子さんの成長を確認いただき、２学期

に向けて励ましていただいたことと思います。 

25 日には、子供たちが目を輝かせて登校し、第２学期始業式を行いました。2 学期は、校外学

習や修学旅行、ゆめ花祭等の活動を予定しております。様々な学習活動にじっくり取り組む中で、

児童生徒のそれぞれの良さを見いだし、その力を引き上げられるよう努めて参ります。２学期も

児童生徒の安全に留意し、御家庭と連携しながら児童生徒の成長を支えて参りますので、引き続

き本校の教育活動への御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

 
遊びの指導「毛布ブランコ」 
１・２年生合同で、「毛布ブランコ」に取り

組みました。空中に浮く感覚にはじめは、不

安そうな表情を見せていた子供たちも、心地

よい揺れににっこり笑顔になりました。「もっ

とやりたい！」と、自分の順番を待ちきれない

様子でした。 

揺れ遊びは、バランス感覚を育てるために

有効な活動です。姿勢の保持や注意力、日

常動作の改善にもつながります。様々な感覚

の体験を通して、学びのための体づくりを行

っています。 
 

小学部 

生活単元学習「仙台に泊まりに行こう」 

中学部２年生が、１泊２日の計画で仙台へ宿泊学習に出掛けました。１日目の八木山ベニー

ランドでは、ジェットコースーター等のアトラクションを存分に楽しみました。２日目は、仙

台市科学館を見学、様々な体験コーナーに興味をもって見学しました。見学先への移動は、地

下鉄を利用し公共交通機関の利用方法についても経験することができ、３年生での修学旅行に

つながる学習となりました。 

中学部 
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日 曜 主 な 予 定 日 曜 主 な 予 定 

１ 水 避難訓練 高：衣替え  1６ 木 介護等体験 

2 木 小：学校間交流（東郷小）  17 金 介護等体験 

3 金 高：学部 PTA 行事 高２：修学旅行保護者説明

会 

18 土  

4 土  19 日  

5 日  20 月  

6 月  21 火 保護者給食試食会 

7 火 中１：校外学習 22 水 中：登米市中学校音楽文化祭  

8 水 小下：校外学習 健康相談 23 木 中：プラネタリウム公開 

９ 木 小上：宿泊学習 中３：修学旅行 24 金 小：プラネタリウム公開 PTA 広報部会 

会 10 金 小上：宿泊学習 中３：修学旅行 25 土   

11 土  26 日  

12 日  27 月 小：視力検査 

13 月 スポーツの日 28 火 中：視力検査 

14 火 高：現場実習（～24 日） PTA 役員会 ２９ 水 高：視力検査 

１５ 水  ３０ 木  

   ３1 金 中：学部 PTA 行事 

 １１月の主な行事予定  

１３日（木）ゆめ花祭総練習  

１４日（金）13:30 下校 

１５日（土）ゆめ花祭 小：11:45 下校  

中・高：13:40 下校 

１７日（月）振替休業日（ゆめ花祭） 

１８日（火）医ケア巡回指導 

２０日（木）小：学校間交流（北方小） 

 

 

 

 

１０月の主な行事予定 

２１日（金）スクールカウンセラー来校日 

 

２５日（火）ＰＴＡ広報部会 

２６日（水）高３：校外学習 言語聴覚士来校日 

２７日（木）高１：宿泊学習（９月延期） 

２８日（金）中３：そばを味わう会 

高１：宿泊学習（９月延期） 

 

 

 

 

保健体育「親のみちしるべ～大人になるということ～」 
 

高等部では、宮城県家庭教育支援チームの方々をゲストティーチャーに迎えて家庭教育

についての学習を行いました。 

妊婦疑似体験や、新生児人形の抱っこを体験しました。生徒は、妊婦さんのお腹の重さ

に驚き、大変さを実感していました。また、新生児の人形を緊張した様子で抱っこし、自

分もこんな小さい頃があったのだと自分の成長を改めて感じていました。 

体験を通して出産や子育て等について考えるとともに、命の大切さとこれまで育ててく

れた親や家族へ感謝の思いをもつ機会になったようです。 

高等部 


